
　
原
則
と
し
て
毎
月
25
日
が
支
払
い
日
で
す
。

但
し
、そ
の
日
が
休
日
、日
曜
日
又
は
土
曜
日
に
当
た
る

と
き
は
、そ
の
日
に
最
も
近
い
休
日
、日
曜
日
又
は
土
曜

日
で
な
い
日
が
支
払
日
と
な
り
ま
す
。

　
配
分
金
明
細
書
を
毎
月
発
行
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

３
ヶ
月
以
内
の
受
け
取
り
に
ご
協
力
下
さ
い
。な
お
、明

細
書
不
要
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

　
令
和
２
年
中
に
配
分
金
の
支
払
い
を
受
け
た
方
に

は
、支
払
証
明
書
を
発
行
い
た
し
ま
す
。証
明
書
は
令

和
３
年
１
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、税
の
申
告
等

に
ご
活
用
下
さ
い
。

　
な
お
、事
前
に
証
明
書
が
必
要
な
方
は
お
申
し
出

下
さ
い
。

【
発 

売 

日
】
令
和
２
年
11
月
20
日（
金
）予
定

【
価 

　 

格
】
１
冊
　
二
百
円

【
販
売
冊
数
】
限
定
百
五
十
冊

　
※
手
帳
の
大
き
さ 

１
４
０
×
8
8
㎜

ご
希
望
の
方
は
お
早
目
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
発 

売 

日
】
令
和
２
年
11
月
２
日（
月
）

【
規
　  

格
】
５
３
５
×
３
８
０
㎜ 

13
枚

【
価
　  

格
】
１
本
　
二
百
円

　
毎
月
の
配
分
金
支
払
日
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
早
目
に
お
願
い
し
ま
す
。

配
分
金
支
払
日
予
定
に
つ
い
て

配
分
金
支
払
証
明
書
に
つ
い
て

「
２
０
２
１
年
版
」
会
員
手
帳
を

                            

　
　
　   

販
売
し
ま
す

「
２
０
２
１
年
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を

                            

　
　
　   

販
売
し
ま
す

1月25日（月）

2月25日（木）

3月25日（木）

4月23日（金）

5月25日（火）

6月25日（金）

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

会 員 状 況
令和２年9月30日現在

男 ６６９人（39人減）

女 ４５５人（15人減）

合計 １１２４人（54人減）

（ ）内令和２年4月1日
より増減

各委員会委員委嘱状交付 地域班班長の交代

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
令
和
２
年

度
計
画
し
て
い
た
次
の
事
業
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
を
予
定
さ
れ
て
い
た
皆
さ
ま
に
は
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
、ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

◆
11
月
　
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り

◆
11
月
　
教
養
講
座（
総
務
部
会
）

◆
12
月
　
交
通
安
全
講
習
会（
安
全
就
業
委
員
会
）

◆
12
月
　
脳
ト
レ
講
座（
女
性
の
会
）

小
太
刀
勝
明 

様　
坂
戸
中
央
地
区
6
班

享
年
七
十
五
歳

高
田
　
勝
敏 

様　
北
坂
戸
地
区
6
班

享
年
七
十
六
歳

訃

　報

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

（
新
）佐
藤
　
清
廣

（
旧
）本
間
　
正
行

〈
安
全
就
業
委
員
会
〉

〈
家
事
支
援
委
員
会
〉

任
期
　
令
和
２
年
8
月
１
日
〜
令
和
３
年
6
月
30
日

任
期
　
令
和
２
年
9
月
１
日
〜
令
和
３
年
6
月
30
日

（
新
）徳
光
　
幸
枝

（
旧
）荒
木
　
紘
一

〈
北
坂
戸
地
区
7
班
〉

（
新
）瀧
　
　
正
士

（
旧
）井
上
　
正
雄

〈
坂
戸
西
地
区
4
班
〉

任
期
　
令
和
２
年
10
月
１
日
〜
令
和
３
年
３
月
31
日

優良シルバー人材センター表彰受賞
　去る、６月25日に開催された令和２年度全国シルバー人材センター事業
協会定時総会において、当センターが優良センターとして表彰を受けました。
　当センターの多年にわたる活動が地域の高齢者の就業に貢献し、また他
の模範となる事業運営が行われているという評価を頂きました。
　また、同総会において、「人生百年時代におけるシルバー人材センターの
決意と支援」なる要望書が採択され、市町村に対して支援要請を行うよう依
頼がありました。それを受けて当センターでは、７月27日に栗原理事長ほか
３名で石川坂戸市長を訪ね、要望書を提出しご協力をお願いするとともに、
優良シルバー人材センター表彰受賞の報告をいたしました。
　今後とも、地域社会から愛され、必要とされるセンターづくりを積極的に推
進してまいります。
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安
全
就
業
委
員
会
の
年
間
の
重
点
項
目
で
あ
る
就

業
現
場
巡
回
は
、安
全
委
員
が
数
名
で
直
接
現
場
を

見
届
け
て
、「
チ
ェ
ッ
ク
表
」に
基
づ
き
就
業
中
に
安
全

を
確
認
し
な
が
ら
作
業
を

し
て
い
る
か
、不
備
な
と
こ

ろ
が
あ
れ
ば
注
意
し
安
全

に
作
業
で
き
る
よ
う
に
指

導
し
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
野
外
で
作
業
し

て
い
る
草
刈
班
に
つ
い
て

は
、機
械
を
使
用
す
る
た

め
事
故
の
発
生
が
十
分
考

え
ら
れ
る
の
で
、特
に
注

意
し
て
作
業
を
す
る
よ
う

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

安
全
就
業
委
員
会
　
記

　
７
月
14
日
、家
事
支
援

委
員
会
と
合
同
で
に
っ
さ
い

花
み
ず
木
地
区
1
5
0
0

戸
に
チ
ラ
シ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
内
容
は

家
事
支
援
の
業
務
内
容
と
、夏
場
に
向
け
て
の
網
戸

の
張
り
替
え
・
草
む
し
り
・エ
ア
コ
ン
の
清
掃
等
の
2

枚
で
す
。

　
当
日
は
、雨
の
中
で
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
あ
っ
た
た

め
、チ
ラ
シ
を
濡
ら
さ
な
い
よ
う
苦
労
し
ま
し
た
が
、そ

の
後
、多
数
の
受
注
が
あ
り
ま
し
た
。

事
業
部
会
　
記

　
8
月
24
日
、第
一
回
研
修
会
が
42
名
の
出
席
で
、

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、午
前
と
午
後

の
2
回
に
分
け
て
実
施

し
ま
し
た
。

　
研
修
内
容
は
、会
員
数

の
推
移
や
請
負
金
額
の

職
群
別
内
訳
金
、さ
ら
に

は
今
年
度
の
請
負
金
額

の
実
績
の
推
移
を
数
値

で
説
明
し
、就
業
の
実
態

を
掴
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
組
織
活
動
に
つ
い
て

は
、部
会
・
委
員
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
、ど
の
よ
う

な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
知
っ
て
も
ら
い
、積
極

的
に
出
席
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。講
義
の
あ
と

は
地
区
毎
に
分
か
れ
て
、地
区
委
員
と
新
入
会
員
と

地
区
の
活
動
状
況
、行
事
、就
業
状
況
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
交
換
・
懇
談
を
行
い
、有
意
義
な
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
10
月
6
日（
火
）、令
和
2
年
度
の
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
が
40
名
の
出
席
で
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。時
節
柄
会
場
は
マ
ス
ク
着
用
、手
の
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
、三
密
対
策
な
ど
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
が
と
ら

れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
栗
原
理
事

長
か
ら
坂
戸
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

現
況
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。続
い
て
、坂
戸
市

立
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

所
長
・
有
田
さ
お
り
様

よ
り「
感
染
症
予
防
に

つ
い
て
」と
題
し
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
、高
齢
者
は
重
症
化
し
や
す
い
た
め
、感
染
予
防

に
つ
い
て
熱
心
に
聞
き
入
り
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

総
務
部
会
　
記

川

　柳

傘
寿
祝
う
子
ら
の
笑
顔
に
涙
す
る

こ
れ
が
老
化
か
畳
の
縁
に
蹴
躓
く

 

幸
子

短

　歌

我
が
身
み
る
コ
ロ
ナ
太
り
と
目
を
背
け

　あ
せ
る
気
ば
か
り
食
欲
の
秋

カ
メ
ラ
越
し
朝
日
昇
る
を
待
つ
吾
を

　蚊
も
ま
た
吾
を
待
ち
受
け
る
な
り

 

け
い
子

階
下
か
ら
ゴ
ミ
！
の
女
房
の
声
腹
が
立
つ

　ゴ
ミ
当
番
も
朝
寝
坊
し
た
い

 

ヤ
ス

安
全
就
業
委
員
会

就
業
現
場
巡
回

総
務
部
会

令
和
2
年
度
第
一
回
新
入
会
員
研
修
会
開
催

11
月
16
日（
月
）・
12
月
21
日（
月
）・

１
月
18
日（
月
）・２
月
15
日（
月
）・

３
月
15
日（
月
）

時
間
　
①
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
②
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

令
和
２
年
度
就
業
相
談
会
の
日
程

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催

事
業
部
会・家
事
支
援
委
員
会

就
業
開
拓
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
実
施

　【
第
４
回
理
事
会
】令
和
２
年
７
月
29
日

　 

①
新
規
登
録
正
会
員
の
承
認

　 

　（
男
性
３
名
　
女
性
２
名
　
合
計
５
名
）

　 

②
報
告
事
項 

７
件

　【
第
５
回
理
事
会
】令
和
２
年
８
月
28
日
　

　 

①
新
規
登
録
正
会
員
の
承
認

　 

　（
男
性
５
名
　
女
性
２
名
　
合
計
７
名
）

　 

②
補
正
予
算（
第
１
号
）の
承
認

　 

③
報
告
事
項
　
３
件

　【
第
６
回
理
事
会
】令
和
２
年
９
月
29
日

　 

①
新
規
登
録
正
会
員
の
承
認

　 

　（
男
性
３
名  

女
性
８
名
　
合
計
11
名
）

　 

②
個
人
情
報
保
護
方
針
の
一
部
改
正
の
承
認

　 

③
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
の
一
部

　 

　
改
正
の
承
認

　 

④
報
告
事
項
　
４
件

　【
７
月
入
会
者
】 
（
５
名
）

　（
大
家
地
区
） 

田
坂
柾
男
・
藤
森
久
美
子

　（
坂
戸
中
央
地
区
） 小
澤
教
子
・
小
松
幹
男

　（
坂
戸
西
地
区
）　
 丸
山
達
夫

　【
８
月
入
会
者
】 
（
７
名
）

　（
三
芳
野
地
区
） 
高
橋
相
子

　（
勝
呂
地
区
） 

野
元
好
夫
・
冨
岡
勝

　（
入
西
地
区
） 

満
生
誠

　（
大
家
地
区
） 

佐
藤
貴
久
江

　（
北
坂
戸
地
区
） 
利
根
川
邦
夫

　（
坂
戸
中
央
地
区
） 新
井
淑
雄

　【
９
月
入
会
者
】 
（
11
名
）

　（
勝
呂
地
区
） 

関
口
江
美
子
・
水
村
文
夫

　
 
 

 

高
橋
久
子
・
吉
田
圭
子

　
 
 

 

下
笛
幸
子

　（
北
坂
戸
地
区
） 
柴
田
真
弓

　（
坂
戸
中
央
地
区
） 山
田
栄
一・
大
山
福
子

　（
坂
戸
東
地
区
） 
吉
田
節
子

　（
坂
戸
西
地
区
） 
三
浦
和
代
・
佐
藤
和
久

投
稿
作
品

【幸せを呼ぶ夫婦鶴】
撮影:齊藤　慶子

シ
ル
バ
ー
さ
か
ど
１
０
１
号
の
訂
正
と
お
詫
び

理
事
会
報
告
（
7
月
〜
9
月
）

新
入
会
員
の
紹
介

3- - 2- -

シルバーさかどシルバーさかど

前
号
８
ペ
ー
ジ
投
稿
作
品
の
タ
イ
ト
ル
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　（
誤
）【
光
明
の
光
】↓（
正
）【
光
明
の
月
】



　
安
全
就
業
委
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会
の
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間
の
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項
目
で
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る
就

業
現
場
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回
は
、安
全
委
員
が
数
名
で
直
接
現
場
を

見
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け
て
、「
チ
ェ
ッ
ク
表
」に
基
づ
き
就
業
中
に
安
全

を
確
認
し
な
が
ら
作
業
を

し
て
い
る
か
、不
備
な
と
こ

ろ
が
あ
れ
ば
注
意
し
安
全

に
作
業
で
き
る
よ
う
に
指

導
し
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
野
外
で
作
業
し

て
い
る
草
刈
班
に
つ
い
て

は
、機
械
を
使
用
す
る
た

め
事
故
の
発
生
が
十
分
考

え
ら
れ
る
の
で
、特
に
注

意
し
て
作
業
を
す
る
よ
う

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

安
全
就
業
委
員
会
　
記

　
７
月
14
日
、家
事
支
援

委
員
会
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合
同
で
に
っ
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い
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ず
木
地
区
1
5
0
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戸
に
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シ
の
ポ
ス
テ
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ン

グ
を
実
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し
ま
し
た
。

　
ポ
ス
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の
内
容
は

家
事
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の
業
務
内
容
と
、夏
場
に
向
け
て
の
網
戸

の
張
り
替
え
・
草
む
し
り
・エ
ア
コ
ン
の
清
掃
等
の
2

枚
で
す
。

　
当
日
は
、雨
の
中
で
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
あ
っ
た
た

め
、チ
ラ
シ
を
濡
ら
さ
な
い
よ
う
苦
労
し
ま
し
た
が
、そ

の
後
、多
数
の
受
注
が
あ
り
ま
し
た
。

事
業
部
会
　
記

　
8
月
24
日
、第
一
回
研
修
会
が
42
名
の
出
席
で
、

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、午
前
と
午
後

の
2
回
に
分
け
て
実
施

し
ま
し
た
。

　
研
修
内
容
は
、会
員
数

の
推
移
や
請
負
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額
の

職
群
別
内
訳
金
、さ
ら
に

は
今
年
度
の
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負
金
額

の
実
績
の
推
移
を
数
値

で
説
明
し
、就
業
の
実
態

を
掴
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
組
織
活
動
に
つ
い
て

は
、部
会
・
委
員
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
、ど
の
よ
う

な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
知
っ
て
も
ら
い
、積
極

的
に
出
席
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。講
義
の
あ
と

は
地
区
毎
に
分
か
れ
て
、地
区
委
員
と
新
入
会
員
と

地
区
の
活
動
状
況
、行
事
、就
業
状
況
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
交
換
・
懇
談
を
行
い
、有
意
義
な
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
10
月
6
日（
火
）、令
和
2
年
度
の
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
が
40
名
の
出
席
で
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。時
節
柄
会
場
は
マ
ス
ク
着
用
、手
の
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
、三
密
対
策
な
ど
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
が
と
ら

れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
栗
原
理
事

長
か
ら
坂
戸
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

現
況
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。続
い
て
、坂
戸
市

立
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

所
長
・
有
田
さ
お
り
様

よ
り「
感
染
症
予
防
に

つ
い
て
」と
題
し
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
、高
齢
者
は
重
症
化
し
や
す
い
た
め
、感
染
予
防

に
つ
い
て
熱
心
に
聞
き
入
り
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

総
務
部
会
　
記

川

　柳

傘
寿
祝
う
子
ら
の
笑
顔
に
涙
す
る

こ
れ
が
老
化
か
畳
の
縁
に
蹴
躓
く

 

幸
子

短

　歌

我
が
身
み
る
コ
ロ
ナ
太
り
と
目
を
背
け

　あ
せ
る
気
ば
か
り
食
欲
の
秋

カ
メ
ラ
越
し
朝
日
昇
る
を
待
つ
吾
を

　蚊
も
ま
た
吾
を
待
ち
受
け
る
な
り

 

け
い
子

階
下
か
ら
ゴ
ミ
！
の
女
房
の
声
腹
が
立
つ

　ゴ
ミ
当
番
も
朝
寝
坊
し
た
い

 

ヤ
ス

安
全
就
業
委
員
会

就
業
現
場
巡
回

総
務
部
会

令
和
2
年
度
第
一
回
新
入
会
員
研
修
会
開
催

11
月
16
日（
月
）・
12
月
21
日（
月
）・

１
月
18
日（
月
）・２
月
15
日（
月
）・

３
月
15
日（
月
）

時
間
　
①
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
②
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

令
和
２
年
度
就
業
相
談
会
の
日
程

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催

事
業
部
会・家
事
支
援
委
員
会

就
業
開
拓
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
実
施

　【
第
４
回
理
事
会
】令
和
２
年
７
月
29
日

　 
①
新
規
登
録
正
会
員
の
承
認

　 
　（
男
性
３
名
　
女
性
２
名
　
合
計
５
名
）

　 

②
報
告
事
項 

７
件

　【
第
５
回
理
事
会
】令
和
２
年
８
月
28
日
　

　 

①
新
規
登
録
正
会
員
の
承
認

　 

　（
男
性
５
名
　
女
性
２
名
　
合
計
７
名
）

　 

②
補
正
予
算（
第
１
号
）の
承
認

　 

③
報
告
事
項
　
３
件

　【
第
６
回
理
事
会
】令
和
２
年
９
月
29
日

　 

①
新
規
登
録
正
会
員
の
承
認

　 

　（
男
性
３
名  

女
性
８
名
　
合
計
11
名
）

　 

②
個
人
情
報
保
護
方
針
の
一
部
改
正
の
承
認

　 

③
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
の
一
部

　 

　
改
正
の
承
認

　 

④
報
告
事
項
　
４
件

　【
７
月
入
会
者
】 
（
５
名
）

　（
大
家
地
区
） 

田
坂
柾
男
・
藤
森
久
美
子

　（
坂
戸
中
央
地
区
） 小
澤
教
子
・
小
松
幹
男

　（
坂
戸
西
地
区
）　
 丸
山
達
夫

　【
８
月
入
会
者
】 
（
７
名
）

　（
三
芳
野
地
区
） 
高
橋
相
子

　（
勝
呂
地
区
） 

野
元
好
夫
・
冨
岡
勝

　（
入
西
地
区
） 

満
生
誠

　（
大
家
地
区
） 

佐
藤
貴
久
江

　（
北
坂
戸
地
区
） 
利
根
川
邦
夫

　（
坂
戸
中
央
地
区
） 新
井
淑
雄

　【
９
月
入
会
者
】 
（
11
名
）

　（
勝
呂
地
区
） 

関
口
江
美
子
・
水
村
文
夫

　
 
 

 

高
橋
久
子
・
吉
田
圭
子

　
 
 

 

下
笛
幸
子

　（
北
坂
戸
地
区
） 
柴
田
真
弓

　（
坂
戸
中
央
地
区
） 山
田
栄
一・
大
山
福
子

　（
坂
戸
東
地
区
） 
吉
田
節
子

　（
坂
戸
西
地
区
） 
三
浦
和
代
・
佐
藤
和
久

投
稿
作
品

【幸せを呼ぶ夫婦鶴】
撮影:齊藤　慶子

シ
ル
バ
ー
さ
か
ど
１
０
１
号
の
訂
正
と
お
詫
び

理
事
会
報
告
（
7
月
〜
9
月
）

新
入
会
員
の
紹
介

3- - 2- -

シルバーさかどシルバーさかど

前
号
８
ペ
ー
ジ
投
稿
作
品
の
タ
イ
ト
ル
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　（
誤
）【
光
明
の
光
】↓（
正
）【
光
明
の
月
】



　
原
則
と
し
て
毎
月
25
日
が
支
払
い
日
で
す
。

但
し
、そ
の
日
が
休
日
、日
曜
日
又
は
土
曜
日
に
当
た
る

と
き
は
、そ
の
日
に
最
も
近
い
休
日
、日
曜
日
又
は
土
曜

日
で
な
い
日
が
支
払
日
と
な
り
ま
す
。

　
配
分
金
明
細
書
を
毎
月
発
行
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

３
ヶ
月
以
内
の
受
け
取
り
に
ご
協
力
下
さ
い
。な
お
、明

細
書
不
要
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

　
令
和
２
年
中
に
配
分
金
の
支
払
い
を
受
け
た
方
に

は
、支
払
証
明
書
を
発
行
い
た
し
ま
す
。証
明
書
は
令

和
３
年
１
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、税
の
申
告
等

に
ご
活
用
下
さ
い
。

　
な
お
、事
前
に
証
明
書
が
必
要
な
方
は
お
申
し
出

下
さ
い
。

【
発 

売 

日
】
令
和
２
年
11
月
20
日（
金
）予
定

【
価 

　 

格
】
１
冊
　
二
百
円

【
販
売
冊
数
】
限
定
百
五
十
冊

　
※
手
帳
の
大
き
さ 

１
４
０
×
8
8
㎜

ご
希
望
の
方
は
お
早
目
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
発 

売 

日
】
令
和
２
年
11
月
２
日（
月
）

【
規
　  

格
】
５
３
５
×
３
８
０
㎜ 

13
枚

【
価
　  

格
】
１
本
　
二
百
円

　
毎
月
の
配
分
金
支
払
日
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
早
目
に
お
願
い
し
ま
す
。

配
分
金
支
払
日
予
定
に
つ
い
て

配
分
金
支
払
証
明
書
に
つ
い
て

「
２
０
２
１
年
版
」
会
員
手
帳
を

                            

　
　
　   

販
売
し
ま
す

「
２
０
２
１
年
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を

                            

　
　
　   

販
売
し
ま
す

1月25日（月）

2月25日（木）

3月25日（木）

4月23日（金）

5月25日（火）

6月25日（金）

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

会 員 状 況
令和２年9月30日現在

男 ６６９人（39人減）

女 ４５５人（15人減）

合計 １１２４人（54人減）

（ ）内令和２年4月1日
より増減

各委員会委員委嘱状交付 地域班班長の交代

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
令
和
２
年

度
計
画
し
て
い
た
次
の
事
業
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
を
予
定
さ
れ
て
い
た
皆
さ
ま
に
は
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
、ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

◆
11
月
　
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り

◆
11
月
　
教
養
講
座（
総
務
部
会
）

◆
12
月
　
交
通
安
全
講
習
会（
安
全
就
業
委
員
会
）

◆
12
月
　
脳
ト
レ
講
座（
女
性
の
会
）

小
太
刀
勝
明 

様　
坂
戸
中
央
地
区
6
班

享
年
七
十
五
歳

高
田
　
勝
敏 

様　
北
坂
戸
地
区
6
班

享
年
七
十
六
歳

訃

　報

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

（
新
）佐
藤
　
清
廣

（
旧
）本
間
　
正
行

〈
安
全
就
業
委
員
会
〉

〈
家
事
支
援
委
員
会
〉

任
期
　
令
和
２
年
8
月
１
日
〜
令
和
３
年
6
月
30
日

任
期
　
令
和
２
年
9
月
１
日
〜
令
和
３
年
6
月
30
日

（
新
）徳
光
　
幸
枝

（
旧
）荒
木
　
紘
一

〈
北
坂
戸
地
区
7
班
〉

（
新
）瀧
　
　
正
士

（
旧
）井
上
　
正
雄

〈
坂
戸
西
地
区
4
班
〉

任
期
　
令
和
２
年
10
月
１
日
〜
令
和
３
年
３
月
31
日

優良シルバー人材センター表彰受賞
　去る、６月25日に開催された令和２年度全国シルバー人材センター事業
協会定時総会において、当センターが優良センターとして表彰を受けました。
　当センターの多年にわたる活動が地域の高齢者の就業に貢献し、また他
の模範となる事業運営が行われているという評価を頂きました。
　また、同総会において、「人生百年時代におけるシルバー人材センターの
決意と支援」なる要望書が採択され、市町村に対して支援要請を行うよう依
頼がありました。それを受けて当センターでは、７月27日に栗原理事長ほか
３名で石川坂戸市長を訪ね、要望書を提出しご協力をお願いするとともに、
優良シルバー人材センター表彰受賞の報告をいたしました。
　今後とも、地域社会から愛され、必要とされるセンターづくりを積極的に推
進してまいります。

1- - 4- -

令和２年10月25日発行
公益社団法人

〒350-0212
坂 戸市大字石井 ２ ３ ２ ７ － ５
T E L（２８３）５５４４（代表）
F A X（２８９）３７３３
企 画・ 編 集 　 広 　 報 　 部 　 会

坂戸市シルバー人材センター
第102号

シルバーさかど


